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第42回京都府高等学校総合文化祭 

放 送 部 門  実 施 要 項  

 

１ 開催日時 令和７年11月２日(日) 

 

２ 会  場 京都文教大学 〒611-0041 京都府宇治市槇島町千足80 

 

３ 参加資格 

(1) 参加資格は、京都府高等学校文化連盟加盟校に在学する１･２年生の生徒および

グループ(団体)とします。 

 

(2) 発表として、「アナウンス小部門」(２年生対象･全国総文予選)、「アナウンス

小部門新人戦」(１年生対象･近畿総文予選)、「朗読小部門」(２年生対象･全国総

文予選)、「朗読小部門新人戦」(１年生対象･近畿総文予選)、「ビデオメッセージ

(以下ＶＭ)小部門」、「オーディオメッセージ(以下ＡＭ)小部門」を設けます。「ア

ナウンス小部門」「朗読小部門」(新人戦も含む)の両部門に同一生徒がエントリー

することはできません。「ＶＭ小部門」「ＡＭ小部門」の本数は各校それぞれ１作

品までとします。 

 

(3) 参加生徒の氏名及び画像等個人情報をプログラム、記録集及びホームページ等

に掲載し公開することがあるので、提出書類作成にあたって本人の了解を得てく

ださい。 

 

４ 参加申込  

参加申し込みは様式１を、電子データ(ExcelとPDF)で提出して頂きます。参加校は放

送専門部ＨＰ(https://hsbkyoto.stars.ne.jp/)からExcelの入力用書式(様式１)を

ダウンロードしていただいた上で、入力データを９月１日(月)～９月５日(金)19時に部

門事務局参加受付 kyotohsb@gmail.com および s_amano@higashiyama.ed.jp (不

達防止のため、両アドレスへお願い致します)宛に電子メールに添付する形でお送り

ください。受付後２日以内に、送信元に確認のメールを送ります。プログラムや名札

等は様式１のデータをもとに作成しますので、外字は使用されないようにお願い致

します。外字を使用する氏名については、それに近い漢字で代替してください。 

 また、様式１を印字して校印を押印したものをスキャンしたPDFファイルを９月１

日(月)～９月５日(金)19時にメール添付で送信してください。原本は各校で保管してく

ださい。郵送して頂く必要はありません。 

 Excel、PDFとも、ファイル名を「R07○○高校様式１」としてください。 

 

５ 作品規定〔規定に違反があった場合、失格の対象となります。〕  

 (1) 「アナウンス小部門」(新人戦も含む) 

(ｱ) 郷土(他府県から見た地元京都)の話題(校内の域にとどまっている話題は不

可とします)を全国の高校生に伝える内容の原稿を作り、発表してください。原

稿は、自らが新たに作成したものとします。本人が作成した原稿であっても過去

に京都府高等学校総合文化祭(以下「京総文」)で使用した原稿を流用することは

不可とします。 
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(ｲ) 発表は、番号、学校名、氏名に続いて原稿を読むものとします。学校名につい

ては、正式名称･略称のどちらでも可とします。 
 

 (ｳ) 発表時間は、学校名、氏名を含めて1分10秒～1分30秒とします。 
 

(ｴ) 全国総文ではタイトルが必要になりますので、原稿提出時にはタイトルも記

載してください。ただし、タイトルは読まないでください。全国総文でもタイト

ルはプログラムに掲載されるだけで、タイトルを読むことはありません。 

 

 (2) 「朗読小部門」(新人戦も含む) 

(ｱ) 次の5作品の中から、原文のままを一部選んで原稿としてください。 

①「不如帰」 徳冨蘆花 

②「捨ててこそ空也」 梓澤要 

③「鴨川ランナー」 グレゴリー・ケズナジャット 

④「竹林と美女」 森見登美彦 

⑤「雨月物語『白峯』」 上田秋成 

  ＜ビギナーズ・クラシックス日本の古典（角川ソフィア文庫）＞ 

  ※⑤以外は出版社は問いません。 

  ※⑤の原稿データへの記入や発表時の読みは「雨月物語」とします。 

※①の作品名は「小説不如帰」などの表記もありますが、「不如帰」とします。 

読みは「ほととぎす」とします。 

  ※①～④の表題で複数作品が収録された出版物がある場合、表題の作品のみを課

題図書とします。 
 

(ｲ) 発表は、番号、学校名、氏名、作者名、作品名に続いて原稿を読むものとしま

す。学校名については、正式名称･略称のどちらでも可とします。 
 

(ｳ) 発表時間についてご注意ください。 

・京総文においては本文を読み始めたところから計時を行い、読み終わりまでの時間を

1分15秒～１分45秒とします。番号、学校名、氏名、作者名、作品名は計時しませんが

審査の対象とします。 

・全総文に出場となった場合は、番号、学校名、氏名、作者名、作品名 は読まずに(こ

れらの情報はプロジェクターに投影されます)、本文のみを読むものとし、時間は１分45

秒以内とします。 

 

(3) 「ＶＭ小部門」 

  郷土(他府県から見た地元京都)に関する話題(校内の域にとどまっている話題

は不可とします)を取り上げた、全国の高校生に伝える内容の動画作品としま

す。時間は４分30秒以内となります。ドキュメンタリー形式・ドラマ形式など、

内容･手法は問いません。ドラマ形式の場合は、出演者は自校生徒に限るものと

します。 

 

(4) 「ＡＭ小部門」 

郷土(他府県から見た地元京都)に関する話題(校内の域にとどまっている話題 

は不可とします)を取り上げた、全国の高校生に伝える内容の音声作品とします。

時間は４分以内となります。ドキュメンタリー形式 ・ドラマ形式など、内容･手法
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は問いません。ドラマ形式の場合は、出演者は自校生徒に限るものとします。 

 

６ 表彰等 

(1) 上位入賞者(校)は、下記の大会の推薦候補となります。 

(ｱ) 令和８年度全国総文秋田大会推薦対象 

・アナウンス、朗読小部門各上位３名  

・ＶＭ小部門上位２作品  

・ＡＭ小部門上位１作品 
 

(ｲ) 令和８年度近畿総文兵庫大会推薦対象 

・アナウンス、朗読小部門各新人戦上位２名  

・VM小部門２作品(第３･４位作品) 
 

(ｳ) 上位大会に出場される際は、番組･アナウンスについては最低限度の手直しを可

としますが、朗読については同じ原稿を読むものとします。なお、近畿総文出場

のビデオメッセージ作品については、近畿総文の規程時間(５分以内)にする手直

しを可とします。 

 

(2) アナウンス小部門 ・同新人戦 ・朗読小部門上位者は、下記の司会等をご担当いた

だく予定です。京総文終了後、個別に依頼をいたします。 

(ｱ) アナウンス小部門上位者４名：令和７年12月20日(土) ・21日(日)に実施される全

国高等学校駅伝競走大会の開会式および閉会式の司会進行(開会式２名･閉会式２

名) 
 

(ｲ) アナウンス小部門新人戦上位者２名：令和７年12月14日(日)に実施される、京総

文優秀校表彰式の司会進行 
 
(ｳ) 朗読小部門上位者２名：令和７年12月14日(日)に実施される、全国高校生伝統文

化フェスティバル―伝統芸能選抜公演―の司会進行(12月13日(土)にリハーサル

有り) 

 

(3) 連盟賞 

 令和７年12月14日(日)の京都府高等学校文化連盟優秀校表彰式で表彰される連盟

賞の受賞対象は、アナウンス小部門、朗読小部門、ＶＭ小部門、ＡＭ小部門の4部門

の最優秀受賞者(校)とします。新人戦は含みません。 

 

(3) 古典の日推進委員会特別賞 

  朗読小部門（新人戦を含む）において、古典作品での優れた発表に対し、古典の

日推進委員会より授与されます。 

 

７ 運営補助 

 参加校の先生方には当日の運営を担当頂くこととなります。参加申込み後、業務

内容について文面でお知らせいたします。業務の詳細は参加当日の朝に御説明いた

します。 

 

８ 提出規格および提出締切 

(1) ＶＭ･ＡＭ 
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(ｱ) 完成作品 

 ＶＭはテストパターン無しの動画ファイルのデータを、ＡＭは音声ファイルの

データを御提出ください(ＶＭの全国総文提出時はテストパターンが必要となりま

す)。ＶＭの提出はファイル交換サーバ等をご利用ください。ＡＭはメール添付で

も結構です。動画ファイルはMP4(H.264コーデック、アスペクト比16:9）で、音声

ファイルはMP3で御提出頂き、ファイル名は部門名(VM、AM)＋学校名＋「タイトル」

としてください。 

例：嵐山高校のＶＭ作品「京の景観」の場合→VM嵐山「京の景観」.MP4 

 〆切は、10月14日(火)19時とします。  
 

(ｲ) 様式２(著作権処理) 

 様式２を放送専門部ホームページよりダウンロードし、著作権処理についてＶ

Ｍ、ＡＭそれぞれ1枚ずつ記載して作品〆切までにメール送信してください。ファ

イル名は「R07○○高校様式２」としてください。関係書類の提出は不要ですが、

ＮＨＫ杯に準じる権利処理を行っておいてください。全国総文･近畿総文で提出を

求められる場合がありますので、書類は必ず保管しておいてください。 

 

(2) アナウンス・朗読小部門原稿(ともに新人戦を含む) 

 アナウンス・朗読とも原稿をExcelデータで、メールにて提出ください。Ａ列は

予選番号、Ｂ列は決勝番号、Ｃ列は学校名、Ｄ列は氏名、Ｅ列は､アナウンスはタ

イトルを(読みません)を、朗読は作者名＋書名を、Ｆ列は原稿を入力してください

（下のサンプルを参考にしてください）。 

 なお、朗読で原本にふりがながある場合、下の「羅生門」のサンプルのように

カッコ内にふりがなを記載して下さい。 

 ファイル名は「R07○○高校原稿」とし、〆切は10月14日(火)19時とします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 班分け、発表順について 

 アナウンス、朗読の各校の発表班への人数割りは事務局が行います。発表順(予

選および決勝)はくじを引いて頂くこととなりますが詳細は後日お知らせ致しま

す。 

 

１０ 部門事務局 

〒606-8445 京都市左京区永観堂町51 東山高等学校内 

   京都府高文連放送専門部委員長 天野俊次（あまのしゅんじ） 

           TEL 075-771-9121 FAX 075-771-7217 

 E-mail： s_amano@higashiyama.ed.jp 及び kyotohsb@gmail.com 

 


